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南北市街地の均衡のとれた発展や、土地利用が増進され、生活環境・都市機能の向上がはかれます。

１１ヶ所の踏切がなくなり、新しい幹線道路の整備により、南北交通を円滑化します。

南口と北口の駅前広場を整備して、鉄道・バス・電車などの乗り換えが便利になります。

再開発が促進され、陸の玄関にふさわしい、にぎわいのあふれた街となります。

高架下の空間を街づくりに活用できます。

幹線街路、側道、公園、広場などは、防災機能の高い街づくりの基礎となります　。

　(1)高知駅周辺都市整備について

　高知駅周辺都市整備の概要
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供用中の主な道路

　(1)高知駅周辺都市整備について

　高知駅周辺都市整備の位置図
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高知駅周辺の状況（１９９２年）

＊航空写真の出典：地図・空中写真閲覧サービス - 国土地理院

高知駅北口広場

高知駅南口広場

高知駅西線 拠点街区

龍馬伝幕末志士社中龍馬伝幕末志士社中 国合同庁舎国合同庁舎

高知駅東線 公園

高知駅周辺の状況（２０１０年）

高知観光情報発信高知観光情報発信高知観光情報発信館とさてらす高知観光情報発信館とさてらす
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土地区画整理事業の整備状況



参考

土佐電気鉄道軌道線（路面電車）の南口駅前広場への乗り入れ

◆高知駅周辺の都市計画道路

　高知市の南北交通はJR 土讃線によって分断されていたが、その中でも高知駅高知港線は、

都市軸を形成する基幹道路であるため、はりまや橋から高知駅を突き抜けて市街地北部に通じ

る計画線は、以前から大きな課題となっていた。

　都市計画決定までは、現計画案の「ロの字型(駅環状道路型)」と高知駅を貫通する「南北直

結道路型」が検討されたが、駅に拠点性を持たせる観点から「ロの字型」に決定された。

　事業採択後、土佐経済同友会などから「ロの字型」では高知駅近辺が交通渋滞になるとして、

「ロの字型」に貫通道路を加えた「中の字型」が提案された。このため、県と土佐経済同友会

などの公開討論会が開催された。

　この討論会で、「中の字型」では自動車交通の流れが良いものの「ロの字型」でもはりまや

町一宮線があるため過大な渋滞は予測されないこと、「中の字型」では貫通道路の分断でまち

の一体感が損なわれることなどから、事業の早期完成を目指す点も勘案して「ロの字型」の計

画を変更せずに進めることになった。

○駅周辺道路計画(「ロの字型」)に関する公開討論会

　開催日時：平成13 年(2001)6 月16 日(土) 14:00～16:30

　開催会場：高知県立追手前高校 芸術ホール

　討論内容：高知駅周辺道路計画に関して、「ロの字型」計画と「中の字型」計画について討論

　　　　　　　[第一部]両計画の説明

　　　　　　　[第二部]パネラーによる討論

　　　　　　　[第三部]来場者を交えた討論会(事前意見含む)

＜口の字型＞計画案 ＜中の字型＞計画案

＜事業前＞ ＜事業後＞

　(1)高知駅周辺都市整備について 1　これまでの経緯 05

関連街路事業の概要

　本事業に関連する街路事業は、都市計画決定された下表の5 路線の都市計画道路のうち、区画整

理区域外の3 路線(3.5.25 若松町比島線、3.4.74 愛宕町北久保線、3.4.16 はりまや町一宮線)の

整備である。　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1)はりまや町一宮線

　はりまや町一宮線については、当初、県が事業主体の比島工区、高知市が事業主体の土地

区画整理工区とはりまや工区に事業区分していたが、その後、はりまや工区を県道に区域変

更して県が施工した。

(2)若松町比島線

　若松町比島線は、高知市が事業主体となって、弥右衛門土地区画整理事業区域(高知駅から

東へ1.5km の施行面積約135.3ha の事業)からはりまや町一宮線までの区間を、掘り下げ

方式で施工した。

(3)愛宕町北久保線

　愛宕町北久保線は、高知市が事業主体となって、弥右衛門土地区画整理事業区域と高知駅

周辺土地区画整理事業区域の間の区間を施工した。



関連街路事業の整備状況

高知駅西線

若松町比島線

愛宕町北久保線はりまや町一宮線（比島工区）

はりまや町一宮線（区画整理工区）

高知駅東線
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はりまや町一宮線　路線の概要

事業名：都市計画道路はりまや町一宮線(はりまや工区)整備事業
事業主体：高知県
場所：高知市はりまや町一丁目から北本町三丁目
計画延長：L＝750ｍ
道路規格：道路構造令　第4種第1級
設計速度：V＝50km／h
道路幅員：W＝25～27ｍ

計 画 平 面 図

法手続き等 工　事

H7 

年　度

（1995） 
都市計画決定 

H8 

（1996） 

H9 

（1997） 

事業認可 
（比島・土地区画 

整理工区） 

H10 

（1998） 
シ
オ
マ
ネ
キ
の

　

個
体
数
の
調
査

H11 

（1999） 

H12 

（2000） 
事業認可 

（はりまや工区） 
はりまや工区 

検討会 

H13 

（2001） 
はりまや工区 

検討会 
ワーク 

ショップ 
新堀川生態系
検討委員会

H14 

（2002） 
はりまや工区 

検討会 

H15 

（2003） 
事業認可 
（追加） 

着　手

H16 

（2004） 

H17 

（2005） 
事業認可 

（期間延伸） 

H18 

（2006） 

H19 

（2007） 

移植

移植

移植

H20 

（2008） 

新堀川自然環境観測
・検証専門委員会

新堀川自然環境観測
・検証専門委員会

新堀川自然環境観測
・検証専門委員会

新堀川自然環境観測
・検証専門委員会

環境
調査

交通量
調査

H21 

（2009） 
再評価委員会 

H22 

（2010） 

中　断
(追手筋弥生町線
       ～国道32号)

(高知南国線～
　追手筋弥生町線)

一部供用
    開始

H23 

（2011） 

H24 

（2012） 
事業認可 

（期間延伸） 

H25 

（2013） 

H26 

（2014） 

H27 

（2015） 

H28 

（2016） 

H29 

（2017） 

検討会等 調　査　等

ｱﾝｹｰﾄ
調査

（
駐
車
場
の
一
部
を
撤
去
し
た
環
境
の
変
化
を
調
査
）

（
は
り
ま
や
工
区
周
辺
の
調
査
）
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■　概　　　要　■

福留脩文氏

石井忠彦氏

轟助教授

地元３氏

長尾都市整備部長

玉井名誉教授（土木構造）

岡村名誉教授（魚類）

酒井教授（カニ類）

三本氏（貝類）

佐藤氏（鳥類）

コミュニティ関係者

地元在住者

検討会

（３回）

生態系検討委員会

　　（2回）

ワークショップ

　 （６回）

生態系や景観・文化を踏まえて

構造物を含む道づくり全般の提

案を行う。

シオマネキ（県版レッドリスト

対象）を初めとする生態系の視

点から道路構造物や余裕スペー

スの水辺空間に提言をいただく。

歩道の材料等や植栽の種類及び

水辺空間の親水性に 対 し て 提 案

を いただく。

目　的 構成メンバー

調査・検討の進め方と検討組織構成について 

　この工区は、公共用地（市道）を有効利用するため新堀川を占用する形で都市計画決定してい

ますが、整備を行うにあたっては歴史的な資産、背景、景観，都市部における自然環境等いくつ

かの留意すべき事項があります。このため、設計作業の前段で「環境調査」を行うとともに、地

域住民に参画していただき「ワークショップ」を実施し住民の意見の把握や集約を行いました。 

　また、生態系調査の結果から稀少種が発見されたため、「生態系検討委員会」を発足し、希少

種の保全、環境と共存する道路構造について検討を行いました。 

　さらに、地元代表、有識者で構成された検討会では生態系検討委員会の提言、ワークショップ

の成果を踏まえ、道路づくり全般について検討し、とりまとめを行いました。これらの説明につ

いては地元説明会により広報に努めて参りました。　　　　　　　　　　　　　　　　 

検討会

生態系
検討委員会

計画の地元説明
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3つの検討組織の実施経緯 

周辺の11町内会， 
計6回延べ人数109人参加 

第2回 平成13年11月2日 

事業説明 
生態系委員会結果報告 
設計説明 

事業説明，新堀川の歴史について， 
生態系調査報告(春季)，現地説明， 
委員による討議 

道路計画について 
全般についてまとめる 

第3回 平成14年1月29日 

平成13年8月26日 

第1回 平成13年7月24日 第1回 
 「目的」「運営方法」「生態系 
　調査の結果」説明 

平成13年7月4日 

道路計画地の説明， 
地域探検(地域マップを作成) 

第2回 平成13年7月20日 

「緑」，「水辺」について 
 

第3回 

平成13年10月31日 

「歩道」，「余幅地」について 

第5回 

平成13年11月27日 

「余幅地の計画の再確認」 
 第1回～第6回のまとめ(報告) 

第6回 

平成13年9月26日 

「緑」,「史跡，その他」,「水辺」  
 

第4回 

平
成　

年
度 

 

 

12 

平
成　

年
度 

 

 

13 

第1回 平成12年10月23日 

検討会の趣旨説明，事業説明， 
現地視察，討議 

第2回 

生態系調査報告(夏季)，第1回検討 
委員会の検討事項に対する説明， 
委員による討議，提言書の発表 

平成13年9月6日 

検討会 生態系検討委員会 ワークショップ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
広
報
活
動
（
新
聞
） 

 

 

第2回 

詳細設計 地元説明会 

設計作業の流れ 

事業認可 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度～ 

測量・調査・設計 工事 

策定した整備計画の報告（地元説明会） 

道路・構造物設計 照明・緑地設計 

水門・橋梁設計 

生態系調査（河川水辺調査） 

魚介類・底生動物・鳥類 

河川環境の保全（護岸設計） 

多自然型護岸設計 

生態系の保護・保全（底生動物保護対策） 

稀少種の移植 

街路樹 生態系 余幅地 歩道 史跡の保護 

工事説明 
道路計画概要説明(地元説明会) 

検討会での 
検討結果 

はりまや工区の整備計画検討組織 

はりまや工区整備計画 

生態系検討委員会 

ワークショップ(PI) 

道路構造 

詳細設計に反映 

はりまや工区検討会 

●プランターを設置して欲しい。

●車道舗装は排水性アスファルト舗装にして

欲しい。

●歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装に

して欲しい。

●側道に歩道を設けて欲しい。

●防護柵は木製にして欲しい。

●新市橋は歩道橋として残して欲しい。

●街路樹は高知らしい大型の常緑樹を植えて

欲しい。

●余幅地は憩いのスペースとして活用したい

。

●照明灯を設置して欲しい。

●大正橋付近に横断歩道を設置して欲しい。

●桟橋部に明かり取りを設置してほしい。

●河床掘削を実施した方が良い。

 

●生態系の生息環境を悪化する河床部の全面

コンクリート化は極力避けること，提案工法

の中では桟橋形式が望ましい。 

●太陽光線による植物の光合成や川底の酸化

分解を促進するため，川面に出来るだけ直射

日光を取り入れるスペースを確保すること。

また，現在の新堀駐車場部に生じるオープン 

スペースも出来る限り広くすること。 

●河川が有する自浄作用を促進するため，既

存の石積みは工事に支障がないところは残す

こと。また，新堀駐車場部のオープンスペー

スは石積護岸で整備すること。 

●工事完了後に生物が定着し易いよう，ヘド

ロ化した河床土の入れ替えを行いオープンス

ペースには干潟の再整備を図ること。 

●シオマネキ等については施工中の被害を及

ぼさないよう事前に移植をしておくこと。 

生態系検討委員会での提言 

実施時期 
項　目 春 冬 秋 夏 

魚　介　類 

鳥　　　類 

底 生 動 物 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
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江ノ口川 
新市橋 新堀川 

電車通り 

横堀公園 

はりまや橋小学校

新堀小学校付近断面図 江の口川付近断面図 

車道舗装は排水性アスファルト舗装とします。 河面は出来るだけ残します。 

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

横断図Ⅰ(①－①)
No.13付近西 東

水  

下  

下  

ガ  

 A s  
 A s  満潮水位

干潮水位

1.00% 

DL=-5.000 

13 

3 

新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁で整備します。 6 

7 

11 

道路構造は桟橋形式で整備します。 

歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装で整備します。 

側道に歩道を設けます。 

(歩道部の)防護柵は木製で整備します。 

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。 

余幅地は憩いのスペースとして活用します。  

下 

水 

下  

水  

1 . 0 0 %  2 . 0 0 %  2 . 0 0 %  1 . 0 0 %  

 A s   A s  
 A s  i = 8 . 4 6 %  

西 東

満潮水位

干潮水位

横断図Ⅱ(②－②)

No.21

14 

13 

9 

10 4 

桟橋部に明かり取りを設けます。 

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。 

３つの検討組織からの提案 

歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装とします。 4 

車道舗装は排水性アスファルト舗装とします。 3 

9 

6 新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁で整備します。 1 

2 

14 

13 

新市橋は歩道橋として残します。 12 

河面は出来るだけ残します。 11 

照明灯を設置します。 15 

プランターを設置します。 

1 

1 

2 

2 

17 大正橋付近に横断歩道を設けます。 

5 

8 

16 

シオマネキは有識者の意見を聞きながら移殖する予定。

全面的な河床掘削は行いません。 

階段護岸については埋設して保存します。 

供用区間工事中断区間

側道に歩道を設けます。 

余幅地は憩いのスペースとして活用します。 
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はりまや町一宮線(はりまや工区)　都市計画決定(H7)　概要図

【現在の計画】

　(2)はりまや町一宮線　はりまや工区について 1　これまでの経緯 12

①

①

②

②

①－①
②－②



　(3)はりまや町一宮線における様々な声（新聞記事） 1　これまでの経緯 

平成17年5月20日（金）
高知新聞朝刊　23面

平成18年4月19日（水）
高知新聞朝刊　22面

平成18年7月9日（月）
高知新聞朝刊　32面

平成19年9月14日（金）
高知新聞朝刊　25面

13



　(3)はりまや町一宮線における様々な声（要望書） 1　これまでの経緯 14



　(4)事業を取り巻く様々な声を踏まえた県の考え方 1　これまでの経緯 15

（平成１８年９月議会）
　　・駅前から高知市が整備を進めている追手筋弥生町線までの区間は、連続立体交差事業などとの一体性や工事の進捗具合から、引き続き整備
　　　を進めて、早期に完成させる必要がある
　　・追手筋弥生町線から国道３２号のかるぽーと前までの区間は、交通量の調査だけではなく、水辺や掘割という歴史的な資産を活かしたまち
　　　づくりの視点から、広く県民の皆様や高知市の意向もお伺いしながら、今後の方向性を検討してはどうかと考えている

（平成２０年２月議会）
　　・はりまや町一宮線は、渋滞を緩和するとともに、高知市中心部を通過する交通を排除することにより、人が中心で高齢者などにも優しいま
　　　ちづくりにつながる、中心市街地の活性化のためにも重要な道路であるが、一方で、水辺空間が大切であるといった県民の意見もある
　　・このため、追手筋弥生町線から南の区間では、水辺や掘割という歴史的な資産を活かしたまちづくりの視点から、広く県民や関係者の皆様
　　　のご意向も伺いながら、今後の方向性を検討していく
　　・交通量については、追手筋弥生町線から南側の整備のあり方を検討するためにも必要なので、北側の整備が完了した後で調査を行う予定で
　　　ある【交通の流れ】
　　・駐車場を撤去するにあたり、どれだけオープンスペースを確保すれば干潟再生が検証できるのかについて、新たな組織を立ち上げて検討す
　　　る予定である【新堀川の環境変化】
　　・南側の部分については、21年度末に一旦工事を止めて、そこから交通量などを調べる【工事中断】

（平成２２年２月議会）　　
　　・新堀川の自然環境の復元の推移に関しては、昨年度から専門家で構成する委員会を設置し、オープンスペースでの自然環境の変化について
　　　検証を進めている【新堀川の環境変化】

（平成２５年２月議会）
　　・交通の流れや新堀川の環境変化の推移を広く県民の皆様にお示しし、ご意見をうかがうとともに、さらに高知市のまちづくりの方向性を見
　　　極めながら、検討したいと考えている

（平成２８年９月議会）
　　・工事を中断している区間については、「工事再開」または「事業中止」の判断をしなければならない時期と考えている
　　・判断にあたっては、交通の流れや新堀川の環境変化の推移を県民の皆様にお示しし、ご意見を伺うとともに、高知市のまちづくりの方向性
　　　と整合を図ることも必要である
　　・そのため、まず今年度に、「地域住民」、「高知市」、「高知県」の三者による「まちづくり協議会」の立ち上げ準備を行いたい
　　・この協議会の場において、当工区の果たすべき役割や、新堀川という水辺を活かしたまちづくりについて検討を行い、その結果を踏まえて
　　　県としての最終判断を行いたい

※議会答弁から主なものを一部抜粋


